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野蒜復興新聞 

野
蒜
の
将
来
像
を
語
ろ
う 

野
蒜
地
区
で
も
将
来
像

を
語
る
場
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
２
月
12
日

に
開
催
さ
れ
た
野
蒜
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
復
興

部
会
で
は
、
東
松
島
市

産
業
部
商
工
観
光
課
よ

り
職
員
を
招
き
、
東
松

島
市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の

説
明
を

頂
く

と
と
も

に
、
部
会
員
と
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
中
で
は
、

観
光
事
業
の
復
興
の
た

め
に
は
、
震
災
以
降
、

急
激
に
減
少
し
た
市
内

の
観
光
事
業
者
数
を
増

や
し
た
い
と
い
う
意
見

が
出
ま
し
た
。
ま
た
、

「
東
松
島
市
は
住
む
と

い
う
こ
と
が
非
常
に
良

く
、
住
民
の
生
活
が 

２
月
６
日

の
復
興
事
業

住
民
説
明
会

に
は
多
く
の

住
民
が
参
加

し
ま
し
た
。  

２
月
９
日
に

は
第
１
回
地

区
別
懇
談
会

に
お
い
て
、

野
蒜
地
域
住

民
を
対
象
と

し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し

た

。

２

月

12

日

に

開

催
さ
れ
た
野

蒜
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
復

興
部
会
で
は

今
後
の
野
蒜

の
観
光
に
つ

い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
１

月

24

日

に

は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
バ
ン

ダ
ア
チ
ェ
市

視
察
報
告
会

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

▶
２
月
６
日
復
興
事
業 

住
民
説
明
会
の
様
子 

ン 

人
口
を
増
や
す
た
め
の

一
つ
の
方
法
と
し
て
、

子
育
て
世
代
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

お
年
寄
り
に
子
育
て
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い

と
い
う
意
見
も
あ
り
、

非
常
に
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

２
月
６
日
に
野
蒜
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
復

興
部
会
が
担
当
と
し

て
開
催
さ
れ
た
復
興

事
業
住
民
説
明
会
に

は
、
多
く
の
野
蒜
地

区
住
民
の
方
が
来
場

し
ま
し
た
。
主
に
、

仙
石
線
全
線
開
通
に

伴
う
も
の
と
、
元
地

の
利
用
計
画
に
つ
い

て
市
の
担
当
課
よ
り

説
明
が
あ
り
、
参
加

住
民
と
の
意
見
交
換

の
時
間
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
住
民

開
通
後
の
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
に
つ
い
て
、

市
は
お
年
寄
り
や
要

支
援
者
を
対
象
と
し

た

予

約

制

の

タ

ク

シ
ー
運
用
を
検
討
し

て
い
ま
す
。 

   

い
。
住
民
の
生
活
が
観

光
業
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し

た
。 

    

１
月

24

日
に
は
野

蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

主
催
で
、
国
際
協
力
機

構(

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北)

の

地
域
復
興
推
進
員
お
二

人
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ

市
視
察
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
東
松
島

市
と
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ

市
は
お
互
い
に
復
興
の

学
び
を
共
有
し
、
未
来

に
向
け
て
歩
ん
で
お
り

ま
す
。 

間
も
な
く
震
災
か
ら

４
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
着
実
に
復
興
の
歩

み
を
進
め
る
野
蒜
の
将

来
像
は
、
皆
さ
ま
に
ど

の
よ
う
に
映
る
で
し
ょ

う
か
。 

▲２月 12日復興部会の様子 

▲インドネシア視察報告会 

◀
第
１
回
地
区
別
懇
談
会
の
様

子 

皆で語ろう！ 

野蒜まちづくり協議会 

イメージキャラクター 

マッくん 

復
興
事
業 

住
民
説
明
会 

の
関
心
が
強
い
、

Ｊ
Ｒ
仙
石
線
開
通

後
の
駅
へ
の
ア
ク

セ
ス
に
つ
い
て
、

市
は
お
年
寄
り
や

要
支
援
者
を
対
象

と
し
た
予
約
制
の

タ
ク
シ
ー
運
用
を

検

討

し

て

い

ま

す
。 

第
１
回
地
区
別
懇
談
会 

復 

興 

部 

会 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

視
察
報
告
会 

２
月
９
日
に
開
催

さ
れ
た
第
１
回
地
区

別
懇
談
会
で
は
、
第

２
次
東
松
島
市
総
合

計
画
策
定
に
係
わ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
野

蒜
地
区
か
ら
集
ま
っ

た
参
加
者
は
、

10

年
後
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
の
課
題
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
、
野
蒜
の
将
来
像

や
夢
を
語
り
合
い
ま

し
た
。
現
在
、
野
蒜

が
抱
え
て
い
る
課
題

と
し
て
、
震
災
後
の

急
激
な
人
口
減
少
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

代
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
お
年

寄
り
に
子
育
て
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い

と
い
う
意
見
も
あ

り
、
非
常
に
活
発
な

意
見
交
換
が
さ
れ
ま

し
た
。 

 

 
東
松
島
市
は
現
在
、

今
後
10
年
間
の
観
光
振

興
方
針
と
な
る
「
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
」(

２
０
１

５
～
２
４
年
度)

の
素

案
を
策
定
中
で
す
。
東

松
島
市
の
将
来
像
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
す
が
、

野
蒜
地
区
で
も
将
来
像

を
語
る
場
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
２
月
12
日

に
開
催
さ
れ
た
野
蒜
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
復
興

部
会
で
は
、
東
松
島
市

産
業
部
商
工
観
光
課
よ

り
職
員
を
招
き
、
東
松

島
市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の

説
明
を
頂
く
と
と
も

に
、
部
会
員
と
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

意

見

交

換

の

中

で

、

「
東
松
島
市
は
住
む
と

い
う
こ
と
が
非
常
に
良

く
、
住
民
の
生
活
が
観

光
業
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し

た
。 

 



 

次
の
段
階
と
し
て
、
自
治

会
制
度
の
地
区
割
り
に
つ

い
て
、
野
蒜
地
区
住
民
の

皆
さ
ま
に
意
向
調
査(

ア

ン
ケ
ー
ト)

を
３
月
中
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。 

ま
た
、
意
向
調
査
項
目

内
に
は
野
蒜
北
部
丘
陵
地

区
の
名
称(

住
所
表
示)

に

つ
い
て
も
含
め
る
予
定
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
新

し
い
住
所
は
短
い
方
が
良

い
、
『
野
蒜
』
の
文
字
を

入
れ
て
ほ
し
い
、
と
い
っ

た
よ
う
な
声
も
住
民
か
ら

聞
こ
え
て
お
り
、
非
常
に

関
心
が
高
い
こ
と
が
伺
え

ま
す
。 

野
蒜
北
部
丘
陵
地
区
の

整
備
状
況
に
つ
い
て
、
現

在
ま
で
に
一
次
造
成
工
事

は
ほ
ぼ
終
わ
り
、
こ
れ
か

ら
水
道
管
等
の
引
き
込
み

工
事
に
着
手
し
て
い
く
と

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
よ
り
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
５
月

30

日
に
開
通
が
決
ま
っ

た
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
の
停
車
駅

と
な
る
野
蒜
駅
と
東
名
駅

も
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

着
実
に
復
興
が
進
む

中
、
野
蒜
北
部
丘
陵
振
興

協
議
会
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
野
蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
市
役
所
と
の
連
携
を

強
め
て
い
き
ま
す
。 

東
松
島
市
地
区
自
治
会
制
度
の
考
え
方 
野
蒜
北
部
丘
陵
振
興
協
議
会 

自
治
会
地
区
割
り
の
検
討
開
始 

昨
年
末
の
全
体
会
に
お

い
て
、
ま
ち
づ
く
り
ル
ー

ル

・

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

（
案
）
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
が
、
１
月
29
日
に
開
催

さ
れ
た
野
蒜
北
部
丘
陵
振

興
協
議
会
合
同
部
会
に
お

い
て
、
さ
っ
そ
く
次
の
優

先
検
討
課
題
で
あ
る
自
治

会
の
地
区
割
り
に
つ
い

て
、
協
議
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
東
松
島
市
で
は
平

成
29
年
４
月
か
ら
の
市
内

全
域
で
の
地
区
自
治
会
制

度
移
行
に
向
け
、
野
蒜
地

域
を
先
行
地
域
と
し
て
地

区
自
治
会
制
度
の
導
入
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
野
蒜

北
部
丘
陵
地
区
で
も
こ
れ

を
見
据
え
た
地
区
割
り
を

協
議
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
市
は
、
住

民
を
対
象
と
し
た
自
治
会

制
度
に
つ
い
て
懇
談
会
や

説
明
会
等
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、

次
の
段
階
と
し
て
、
自
治

会
制
度
区
割
り
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
野
蒜
を
野
蒜

地
区
住
民
に
意
向
調
査(

ア

ン
ケ
ー
ト)

を
実
施
し
、
住

民
の
皆
さ
ま 

 

れ
ま
で
の
役
員
（
地
域

づ
く
り
推
進
員
、
生
涯

学
習
推
進
員
、
保
健
推

進
員
、
環
境
衛
生
推
進

員
、
土
木
委
員
等
）
を

担
当
と
し
て
、
引
き
続

き
配
置
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

（
２
）
行
政
区
長
等
の

報
酬
は
個
人
か
ら
地
区

自
治
会
へ
交
付
金
化 

①
行
政
区
長
や
環
境
衛

生
推
進
員
、
土
木
委
員

の
報
酬
は
、
こ
れ
ま
で

個
人
へ
支
払
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
地
区
自
治

会
制
度
に
移
行
後
は
、

地
区
自
治
会
へ
ま
と
め

て
交
付
金
と
し
て
交
付

し
ま
す
。
地
区
の
課
題

解
決
な
ど
に
自
由
な
配

分
と
活
用
が
可
能
と
な

り
ま
す
。 

②
地
区
自
治
会
へ
の
交

付
金
額
は
平
成
29
年
度

か
ら
世
帯
数
な
ど
を
考

慮
し
た
算
定
方
法
に
よ

り
交
付
し
ま
す
。 

※
活
動
拠
点
で
あ
る
地

区
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
従
前
と
同
様
に
活

用
可
能
で
あ
り
、
施
設

維
持
管
理
費
も
交
付
金

に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

節
約
し
て
使
用
す
る
こ

と
で
地
域
活
動
費
に
充

当
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。 

市
で
は
、
平
成
29
年
４

月
か
ら
の
地
区
自
治
会
制

度
移
行
に
向
け
て
、
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
組
織
運
営
の
参
考
と

な
る
地
区
自
治
会
活
動
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
新
た
な

交
付
金
の
算
定
方
法
等
も

説
明
会
な
ど
で
順
次
説
明

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

制
度
に
つ
い
て
は
、
市

報
な
ど
で
も
周
知
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
制
度
の
ポ

イ
ン
ト
や
交
付
金
算
定
等

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま

す
。 １

．
地
区
自
治
会
制
度

の
ポ
イ
ン
ト 

（
１
）
行
政
区
長
・
地
区

セ
ン
タ
ー
制
度
か
ら
地
区

自
治
会
制
度
へ 

①
行
政
区
と
地
区
セ
ン

タ
ー
の
組
織
を
統
合
。
地

域
の
代
表
と
し
て
地
区
自

治
会
長
を
設
置 

②
こ
れ
ま
で
の
地
区
セ
ン

タ
ー
エ
リ
ア
（
組
織
）
を

基
本
と
し
て
、
地
区
自
治

会
を
設
置
（
組
織
化
） 

 

※
行
政
区
の
区
域
（
エ
リ

ア
）
は
、
な
く
な
り
ま
せ

ん
。 

③
地
区
自
治
会
で
、
こ
れ

ま
で
の
行
政
区
長
の
役
割

や
地
区
セ
ン
タ
ー
役
員
が

担
っ
て
い
た
役
割
を
分
担

化
し
ま
す
。 

④
地
区
自
治
会
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
役
員
（
地
域
づ

く
り
推
進
員
、
生
涯
学
習

推
進
員
、
保
健
推
進
員
、

環
境
衛
生
推
進
員
、
土
木

委
員
等
）
を
担
当
と
し

て
、
引
き
続
き
配
置
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

２
．
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
交
付
金 

（
１
）
地
区
自
治
会
活

動
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

地
区
自
治
会
活
動
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
地
区

自
治
会
制
度
へ
の
移
行

に
あ
た
り
地
区
自
治
会

の
取
り
組
み
の
目
安
と

し
て
、
地
区
自
治
会
の

運
営
等
の
参
考
と
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。 

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

に

は
、
地
区
自
治
会
、
地

域
自
治
協
議
会
、
市
の

役
割
や
想
定
す
る
役
員

（
担
当
）
の
そ
れ
ぞ
れ

の
業
務
や
役
割
な
ど
の

ほ
か
、
地
区
自
治
会
組

織
の
運
営
、
個
人
情
報

の
保
護
や
取
扱
い
に
関

す
る
こ
と
、
会
計
処
理

な
ど
に
つ
い
て
記
載
し

て
い
ま
す
。 

（
２
）
交
付
金 

29
年
度
か
ら
地
区
自
治

会
に
交
付
さ
れ
る
交
付
金

は
、
新
た
な
算
定
方
法
に

よ
り
交
付
す
る
予
定
で

す
。 

□
算
定
方
法 

（
平
成
29
年
度
～
） 

・
基
準
額 

世
帯
数
に
応

じ
た
金
額
…
Ａ 

 

（
75
万
円
～
２
７
５
万

円
） 

・
世
帯
割 

１
世
帯
当
た

り
１
２
０
０
円
…
Ｂ 

（
１
２
０
０
円×

世
帯

数
） 

交
付
金
額
＝
Ａ
＋
Ｂ 

※
右
記
に
よ
り
算
定
さ
れ

た
金
額
に
つ
い
て
、
世
帯

数
な
ど
に
よ
り
大
幅
に
増

減
す
る
地
区
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
３
年
間
に
限
り
、

別
に
定
め
る
調
整
率
に
よ

り
、
交
付
金
額
が
大
幅
に

変
化
し
な
い
よ
う
調
整
を

図
り
ま
す
。 

※
交
付
金
は
、
こ
れ
ま
で

行
政
区
長
や
環
境
衛
生
推

進
員
、
土
木
委
員
な
ど
の

個
人
へ
報
酬
を
支
払
っ
て

い
ま
し
た
が
、
地
区
セ
ン

タ
ー
役
員
分
の
交
付
金
と

合
わ
せ
て
、
す
べ
て
自
治

会
に
交
付
す
る
も
の
で

す
。
自
治
会
に
配
分
さ
れ

た
交
付
金
は
、
役
員
の
手

当
だ
け
で
な
く
、
地
区
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
事

業
費
と
し
て
も
活
用
可
能

と
な
り
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 

東
松
島
市
役
所 

℡
０
２
２
５
‐
８
２

‐
１
１
１
１(

内
１
２
８
４) 

市
民
協
働
課
協
働
推

進
班  

※

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

は
、
内
容
等
に
つ
い

て
、
よ
り
良
い
も
の
と

す
る
た
め
、
必
要
に
よ

り
改
訂
を
し
て
い
き
ま

す
。
現
時
点
で
の
内
容

と
し
て
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
理
解
願
い
ま

す
。 

↑1月 29日合同部会の様子 ▲1月 29日合同部会の様子 


